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平
成
19
年
度
に
お
け
る
昭
和

村
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の

予
算
執
行
の
状
況
並
び
に
財
政

運
営
状
況
に
つ
い
て
審
査
し
た

結
果
、
実
質
収
支
は
各
会
計
と

も
に
黒
字
で
あ
る
。
こ
れ
は
限

ら
れ
た
財
源
の
中
、
各
種
事
業

の
選
択
を
行
い
節
度
あ
る
財
政

運
営
に
努
め
た
結
果
と
受
け
止

め
ま
す
。本
村
の
財
政
構
造
は
、

自
主
財
源
12
億
８
，
１
０
５
万

６
千
円
、
自
主
財
源
比
率
34
・

６
％
と
低
く
前
年

度
の
36
・
３
％
を

下
回
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
自
主
財

源
の
内
訳
を
見
る

と
、村
税
８
億
５
，

２
６
５
万
９
千
円

は
対
前
年
度
を
１

億
４
，
０
２
２
万

２
千
円
増
加
し
て

い
る
が
、
繰
入
金

が
対
前
年
度
３
億

３
，
３
２
７
万
円

減
少
し
て
い
る
。

こ
の
繰
入
金
は
自

主
財
源
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
財
政
調
整
基
金
を

始
め
、
他
基
金
の
積
立
金
を
取

り
崩
し
て
一
般
会
計
に
繰
り
入

れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
視
点
か
ら
見
る
と
、
こ

の
比
率
を
数
字
の
み
で
判
断
す

る
こ
と
は
抽
速
の
感
も
す
る
。

　

財
政
の
弾
力
性
の
判
断
指
標

で
あ
る
経
常
収
支
比
率
は
89
・

０
％（
前
年
度
97
・
６
％
）と
改

善
さ
れ
ま
し
た
。村
税
の
増
収
、

公
債
費
の
減
少
な
ど
が
寄
与
し

 

監
査
委
員 

の 

　
　
決
算
審
査
総
括
的
意
見 （
要
約
）

「
決
算
」

一般 会計
　

平
成
19
年
度
昭
和
村
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
歳
入
総
額
65
億
６
，

３
６
７
万
円
、
歳
出
総
額
62
億
２
，
９
９
４
万
円
を

認
定
し
ま
し
た
。

依存財源…65.4％自主財源…34.6％その他経費…55.6％ 義務的経費…39.7％

投資的経費…4.7％

積立金
２億6,773万1千円

7.6％

普通建設事業費
１億6,496万6千円

4.7％
人件費

７億5,843万6千円
21.7％

扶助費
２億8,342万円

8.1％

補助費
７億1,849万４千円

20.5％

諸収入…１億3,219万7千円・3.6％

村税
８億5,265万９千円

23.0％

地方交付税
16億4,638万6千円

44.5％

県支出金
1億7,347万9千円

4.7％

繰入金…１億587万7千円・2.9％

繰出金
４億9,514万円
14.2％

その他…１億9,032万3千円・5.1％
維持補修費…4,056万8千円・1.2％

公債費
３億4,452万2千円

9.9％物件費
４億2,436万７千円

12.1％

地方譲与税…１億5,272万4千円・4.1％

村債…１億7,280万円・4.7％

国庫支出金…１億1,950万2千円・3.2％

交付金…１億5,715万8千円・4.2％

歳入

37億 310万５千円
（前年度比4.7％減）

34億9,764万４千円
（前年度比3.3％減）
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国民健康保険事業特別会計    
歳入総額 10億6,708万８千円（前年度比13.2％増）
歳出総額 10億1,041万円（前年度比16.4％増）

老人保健事業特別会計
歳入総額 ８億5,635万円（前年度比 7.8％増）
歳出総額 ８億4,199万６千円（前年度比 6.4％増）

簡易水道事業特別会計　　　　
歳入総額 １億1,796万４千円（前年度比 9.3％減）
歳出総額 9,923万７千円（前年度比 8.2％減）

農業集落排水事業特別会計  
歳入総額 ３億1,776万９千円（前年度比 4.7％減）
歳出総額 ３億７万円（前年度比 6.7％減）

介護保険特別会計        
歳入総額 ５億139万６千円（前年度比 3.6％増）
歳出総額 ４億8,058万７千円（前年度比 6.0％増）

た
と
思
う
。
一
般
会
計
の
公
債

費
３
億
４
，
４
５
２
万
２
千
円

（
前
年
度
３
億
９
，
４
４
８
万
７

千
円
）公
債
費
比
率
７
・
９
％（
前

年
度
10
・
７
％
）
と
減
少
し
ま

し
た
。
20
年
度
よ
り
公
表
さ
れ

る「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
定
め

ら
れ
た
実
質
公
債
費
比
率
は
、

17
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
。
公

債
費
の
償
還
が
進
み
、
公
債
費

の
支
払
い
が
減
少
し
た
結
果
で

あ
る
。

代
表
監
査
委
員

　
松
井
源
之
助 

氏

監
査
委
員
　

　
　
金
子
松
二
郎 

氏

17年度 18年度 19年度

財政力指数
　1.00に近いほど財源に余裕がある

0.325 0.354 0.367

経常収支比率
　70％程度が妥当

94.8 97.6 89.0

公債費比率
　10％を超えないことが望ましい

13.0 10.7 7.9

実質公債費比率
　�標準的な収入に対する公債費等の返済額の

割合
18.1 19.1 17.5

昭和村の財政状況（一般会計）

一般 会計特別会計

歳入
総額

歳出
総額

依存財源…65.4％自主財源…34.6％その他経費…55.6％ 義務的経費…39.7％

投資的経費…4.7％

積立金
２億6,773万1千円

7.6％

普通建設事業費
１億6,496万6千円

4.7％
人件費

７億5,843万6千円
21.7％

扶助費
２億8,342万円

8.1％

補助費
７億1,849万４千円

20.5％

諸収入…１億3,219万7千円・3.6％

村税
８億5,265万９千円

23.0％

地方交付税
16億4,638万6千円

44.5％

県支出金
1億7,347万9千円

4.7％

繰入金…１億587万7千円・2.9％

繰出金
４億9,514万円
14.2％

その他…１億9,032万3千円・5.1％
維持補修費…4,056万8千円・1.2％

公債費
３億4,452万2千円

9.9％物件費
４億2,436万７千円

12.1％

地方譲与税…１億5,272万4千円・4.1％

村債…１億7,280万円・4.7％

国庫支出金…１億1,950万2千円・3.2％

交付金…１億5,715万8千円・4.2％

歳出

　

昭
和
村
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
財
政
運
営
は

投
資
的
経
費
の
抑
制
や
経
費
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
る

な
ど
、
公
債
費
残
高
（
債
務
負
担
行
為
含
む
）
も
元
金

ベ
ー
ス
で
80
億
余
り
と
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
厳
し
い
状
況
に
変
わ
り
な
く
、
少
な
い
予
算
の
中
、

堅
実
で
効
率
の
良
い
財
政
運
営
が
望
ま
れ
ま
す
。

37億 310万５千円
（前年度比4.7％減）

34億9,764万４千円
（前年度比3.3％減）
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「定例会」
９月定例会

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
９
日（
火
）か
ら
17
日（
水
）ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

20
年
度
補
正
予
算
を
含
む
議
案
７
件
、
承
認
・
報
告
各
１
件
、
議
員
発
議
２
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
19
年
度
昭
和
村
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、

各
会
計
と
も
提
出
さ
れ
た
決
算
書
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
一
般
質
問
で
は
２
名
が
登
壇
し
、
村
の
姿
勢
を
問
い
ま
し
た
。

・
県
補
助
金
・
委
託
金

　

８
７
３
万
円

・
繰
入
金

　

１
億
２
，
１
１
０
万
８
千
円

減
額

（
歳　

出
）

・ 

緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
購
入
費

　
　
　

２
，
２
８
８
万
４
千
円

・ 

全
国
消
防
操
法
大
会
出
場
経
費

　
　
　
　
　
　
　

２
７
０
万
円

・ 

農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全

向
上
活
動
支
援
事
業
費

　
　
　
　
　

１
１
７
万
５
千
円

・ 

小
規
模
土
地
改
良
事
業

　

 

中
原
14
号
線
道
路
舗
装
工

事（
オ
ー
バ
ー
レ
イ
）

　
　
　
　
　
　
　

５
１
５
万
円

条
例
制
定

緑
の
大
地
ふ
る
さ
と
し
ょ
う
わ

寄
附
条
例
を
制
定

　

ふ
る
さ
と
昭
和
村
を
こ
よ
な

く
思
い
、
応
援
す
る
個
人
又
は

法
人
そ
の
他
の
団
体
か
ら
の
寄

附
金
を
財
源
と
す
る
基
金
を
設

置
し
、
寄
附
者
の
意
向
に
応
え

る
ふ
る
さ
と
し
ょ
う
わ
の
村
づ

く
り
に
活
用
す
る
も
の
。

 

（
全
員
賛
成
）

条
例
一
部
改
正

昭
和
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

公
的
年
金
受
給
者
の
個
人
住

民
税
を
年
金
か
ら
特
別
徴
収
制

度（
年
金
天
引
き
）と
し
て
、
平

成
21
年
10
月
支
給
分
か
ら
実
施

す
る
規
定
及
び
個
人
住
民
税
の

寄
附
金
税
制
に
つ
い
て
、
地
方

公
共
団
体
が
条
例
に
よ
り
指
定

し
た
寄
附
金
を
寄
附
金
控
除
の

対
象
と
す
る
制
度
の
創
設
な
ど

改
正
す
る
も
の
。（
挙
手
多
数
）

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

　

議
員
の
「
報
酬
」
の
名
称
を

「
議
員
報
酬
」に
改
め
る
な
ど
関

係
条
例
を
整
備
す
る
も
の
。

              

（
全
員
賛
成
）

専
決
処
分

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

３
１
０
万
円
追
加

総　
　

額

34
億
６
，
１
１
５
万
４
千
円

　

消
防
団
第
５
、
第
９
分
団
の

県
大
会
や
昭
和
中
学
校
柔
道
部

の
関
東
大
会
出
場
に
伴
う
選
手

派
遣
補
助
金
な
ど
。（全

員
賛
成
）

補
正
予
算

　

購
入
を
希
望
す
る
世
帯
に
対

し
、
約
30
％
の
負
担
を
お
願
い

し
整
備
さ
れ
ま
す
。
非
課
税
世

帯
の
一
部
や
公
共
施
設
な
ど
は

無
料
で
配
置
さ
れ
、
万
一
の
災

害
や
村
か
ら
の
お
知
ら
せ
等
、

情
報
の
伝
達
手
段
と
し
て
導
入

す
る
も
の
。

一
般
会
計（
第
３
号
）

７
，
７
６
０
万
円
追
加

総　
　

額

35
億
３
，
８
７
５
万
４
千
円

補
正
の
主
な
内
容

（
歳　

入
）

・
地
方
交
付
税　
　
　
　
　
　

　

１
億
８
，
４
２
７
万
８
千
円

村
民
に
災
害
情
報
を
迅
速
に
伝
え
る
た
め
、

Ｆ
Ｍ
局
か
ら
災
害
情
報
を
自
動
受
信
で
き
る

「
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
」を
本
年
度
導
入
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・ 

こ
ん
に
ゃ
く
経
営
安
定
対
策

事
業
補
助
金      　
　
　
　

５
７
２
万
円

（
全
員
賛
成
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第

１
号
）

３
２
９
万
４
千
円
追
加

総　
　

額

９
億
３
，
４
６
９
万
５
千
円

償
還
金
及
び
高
額
療
養
費
の
増

額　
　
　
　
　

  

（
全
員
賛
成
）

介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
１

号
）

６
３
１
万
９
千
円
追
加

総　
　

額

５
億
１
３
０
万
９
千
円

国
及
び
社
会
保
険
診
療
報
酬
支

払
基
金
へ
の
償
還
等
の
増
額

（
全
員
賛
成
）

人　
　

事

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
に
林　

武
夫
氏
を
再
任

      

　

林
氏
は
同
委
員
と
し
て
、
平

成
17
年
10
月
よ
り
ご
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。　
　
（
全
員
賛
成
）

報　
　

告

健
全
化
判
断
比
率
等
の
報
告

　

地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化

法
に
基
づ
き
報
告
す
る
も
の
で

あ
り
、
一
般
会
計
の
実
質
公
債

費
比
率
17
・
５
％
、
将
来
負
担

比
率
38
・
７
％
で
早
期
健
全
化

基
準
を
下
回
っ
て
い
る
状
況
。

ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
・
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
に
お

い
て
の
資
金
不
足
比
率
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
も
黒
字
で
あ
り

該
当
し
な
い
と
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。議

員
発
議　

議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
議
会
は
会
議
規
則
の
定

め
る
こ
と
に
よ
り
、
議
案
の
審

査
又
は
議
会
の
運
営
に
関
し
協

議
又
は
調
整
を
行
う
た
め
の
場

を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

か
ら
、
議
会
活
動
と
し
て
の
全

員
協
議
会
を
規
定
す
る
も
の
。  

　

          

（
全
員
賛
成
）

議員発議

国による公的森林整備の推進と
国有林野事業の健全化を求める意見書

　近年、地球温暖化が深刻な環境問題となる中でグローバル化する森林の役割に対する
要請が高まるなど、環境資源としての森林に対し強い期待が寄せられている。一方、林
業を取り巻く厳しい状況の中で、森林経営は脆弱化し、その担い手である山村は崩壊の
危機に立っている。

（略）
　今後の林政の展開に当たっては、森林吸収源対策の推進はもとより、特に、国有林野
事業等において、安全で安心できる国民の暮らしを守るために、重要な役割を果たす水
源林等公益森林の整備、更には、地域林業、木材産業の振興を通じた山村の活性化に十
全に寄与出来るよう、下記事項の実現を強く要請する。

記
１　 森林吸収源対策を着実に推進するため環境税等税制上の措置を含め安定的な財源を

確保するとともに、林業・木材産業の振興施策の推進と森林所有者の負担軽減措置
による森林経営意欲の創出

２　 緑の雇用対策等森林、林業の担い手対策の拡充、施業の集約化、路網の整備等によ
る効率的安定的な木材の供給体制の確保、更には木材のバイオマス利用の促進等に
より間伐材を含む地域材の需要拡大対策の推進による地域林業木材産業の振興

３　 計画的に水源林造成事業を含めた公的森林整備を推進するための組織体制の確保及
び施業放棄地等民間による森林整備が困難な地域における国の関与の下での森林整
備制度の創設

４　 国有林野事業については、国民共有の財産である国有林を適正に管理するとともに、
公益的機能の一層の発揮を図るため国による管理運営体制の堅持及びその管理運営
を通じて地域における森林・林業担い手の育成と地域活性化への寄与

　　　　　平成20年９月17日
群馬県利根郡昭和村議会

林　武夫氏（池原）

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・
内
閣
総
理
大
臣
・
財
務
大
臣
・
外
務
大
臣

経
済
産
業
大
臣
・
環
境
大
臣
・
農
林
水
産
大
臣
・
林
野
庁
長
官
に

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
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総
務
民
生
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
の
う
ご
き愛宕養護老人ホーム

　

９
月
12
日
に
行
わ
れ
た
総
務

民
生
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託

さ
れ
た
陳
情
・
請
願
等
に
つ
い

て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

６
月
定
例
会
に
お
い
て
継
続

審
査
と
な
っ
て
い
た
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
撤
廃
を
求
め
る

請
願
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
改

善
が
求
め
ら
れ
た
結
果
、
き
め

細
か
な
見
直
し
が
図
ら
れ
、
保

険
料
負
担
の
軽
減
が
拡
大
さ
れ

る
な
ど
、
制
度
撤
廃
に
は
い
た

ら
な
い
と
し
て
、
全
会
一
致
不

採
択
と
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
第
10
分
団
詰
所
の
改

築
及
び
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い

て
の
請
願
で
は
、
現
地
調
査
後

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
当
局
か

ら
今
後
５
か
所
の
詰
所
を
今
年

度
１
か
所
、
来
年
度
以
降
２
か

所
ず
つ
、
建
築
年
度
順
等
を
ふ

ま
え
３
年
間
か
け
て
整
備
し
て

い
く
と
の
こ
と

か
ら
、
全
会
一

致
採
択
と
い
た

し
ま
し
た
。

　

次
に
、
社
会

保
障
関
係
費
の

２
，
２
０
０
億

円
削
減
方
針
の

撤
回
を
求
め
る

意
見
書
採
択
に

つ
い
て
の
陳
情

で
は
、
国
の
財

政
が
厳
し
い
状

況
で
あ
る
が
、

高
齢
化
社
会
に

お
い
て
社
会
保

障
関
係
費
の
堅

持
は
必
要
な
こ

と
か
ら
、
趣
旨
は
理
解
で
き
る

と
し
て
、
全
会
一
致
趣
旨
採
択

と
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
生
活
品
の
物
価
高
騰

に
対
す
る
緊
急
対
策
を
求
め
る

意
見
書
採
択
に
つ
い
て
の
陳
情

で
は
、
原
油
や
食
料
の
高
騰
が

続
き
国
民
生
活
を
直
撃
し
て
お

り
、
物
価
高
騰
な
ど
に
対
す
る

対
策
は
大
事
な
こ
と
か
ら
、
趣

旨
は
理
解
で
き
る
と
し
て
、
全

会
一
致
趣
旨
採
択
と
し
ま
し

た
。

　

次
に
、
平
成
19
年
度
各
会
計

決
算
質
疑
や
、
当
委
員
会
の
所

管
事
項
に
つ
い
て
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

第
　
分
団
詰
所
の
改
築
請
願
は
採
択
に

　
10

第 10 分団詰所（生越地区）

「
地
域
資
源
∞
全
国
展
開
支
援

事
業
昭
和
村「
子
育
て
」観
光
農

園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
“
ミ
キ
ハ
ウ
ス
子
育
て
総
研

の
ベ
ビ
ー
ズ
ヴ
ァ
カ
ン
ス
タ
ウ

ン
に
認
定
”

　

昭
和
村
商
工
会
で
は
、
ミ
キ

ハ
ウ
ス
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
、

子
育
て
に
優
し
い
昭
和
村
を

テ
ー
マ
に
昭
和
村「
子
育
て
」観

光
農
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
、
子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
が

本
村
に
来
て
い
た
だ
く
取
り
組

み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

昭
和
村
の
広
大
な
農
地
、
素

晴
ら
し
い
景
観
、
自
然
環
境
、

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
等
の
施
設
、

安
全
安
心
な
新
鮮
野
菜
な
ど
地

域
に
あ
る
資
源
を
最
大
限
活
用

し
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
進

め
て
い
き
た
い
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

み
ん
な
の

聞
い
て
み
ま
し
た
！

声
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平成20 年10月25日・第48号

の
問
題
を
考

え
、
森
林
整

備
や
国
有
林

な
ど
の
適
正

管
理
は
必
要

と
の
意
見
か

ら
全
会
一
致

採
択
と
し
、

意
見
書
に
つ

い
て
議
員
発

議
す
る
こ

と
に
し
ま
し

た
。　

　

次
に
、
平

成
19
年
度
各

会
計
決
算
質

疑
や
農
家
等

の
外
国
人
研

修
生
な
ど
の

受
け
入
れ
状
況
、
沼
田
市
外
二

箇
村
最
終
処
分
場
の
進
捗
状

況
、
有
害
鳥
獣
対
策
、
村
内
の

公
共
施
設
の
耐
震
化
の
問
題
、

学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消

へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
６
日
の
豪
雨
で
被
害
を

受
け
た
道
路
に
つ
い
て
は
、
早

急
に
復
旧
を
し
て
い
た
だ
く
よ

う
、
当
局
に
お
願
い
を
し
ま
し

た
。

　

９
月
11
日
に
行
わ
れ
た
文
教

産
建
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託

さ
れ
た
請
願
・
陳
情
の
審
査
と

豪
雨
に
よ
る
道
路
の
被
害
か
所

な
ど
現
地
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

川
額
地
区
「
川
額
青
少
年
広

場
」
に
遊
具
の
設
置
を
求
め
る

陳
情
で
は
、
遊
具
の
老
朽
化
に

伴
い
新
た
な
遊
具
の
設
置
要
望

で
あ
り
、
地
元
へ
３
割
の
負
担

を
お
願
い
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
全
会
一
致
採
択
と
し
ま
し

た
。　

　

国
に
よ
る
公
的
森
林
整
備
の

推
進
と
国
有
林
野
事
業
の
健
全

化
へ
の
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情
書
で
は
、
地
球
環
境

文
教
産
建
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
の
う
ご
き

川額青少年広場（根岸地区）

豪雨による被害か所（松ノ木平第一地区）

「
川
額
青
少
年
広
場
」に
遊
具
設
置
の
陳
情
は
採
択

竹之内直樹さん

（川額・伏田）

「
川
額
青
少
年
広
場
の
充
実
」

　

少
子
化
と
言
わ
れ
る
時
代
が

続
く
中
、
こ
の
た
び
子
供
広
場

の
遊
具
増
設
に
つ
い
て
お
話
を

伺
い
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
し

た
。

  

私
の
幼
少
期
に
は
こ
の
広
場

を
中
心
に
た
く
さ
ん
の
思
い
出

が
あ
り
ま
す
。
初
め
て
鉄
棒
の

逆
上
が
り
が
で
き
た
時
、
う
れ

し
く
て
母
に
見
て
も
ら
っ
た
こ

と
。
す
べ
り
台
で
友
達
と
け
ん

か
を
し
た
こ
と
。
そ
し
て
秋
の

豊
年
祭
り
の
日
に
は
、
夕
方
暗

く
な
る
の
が
待
ち
遠
し
く
て
わ

く
わ
く
し
な
が
ら
ブ
ラ
ン
コ
を

こ
い
だ
こ
と
な
ど
懐
か
し
い
記

憶
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
子
供
た
ち
が
楽

し
く
伸
び
伸
び
遊
べ
る
よ
う
広

場
の
充
実
は
大
切
な
こ
と
と
思

う
と
同
時
に
安
全
面
に
お
い

て
、
周
辺
へ
の
外
灯
の
設
置
な

ど
危
険
な
事
件
や
事
故
か
ら

守
っ
て
い
く
対
策
も
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。
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一般質問

人
類
の
生
存
に
か
か

わ
る
緊
急
課
題
で
あ

り
、
社
会
や
生
活
を
見
直
し

持
続
可
能
な
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

村
の
政
策
や
村
民
の
エ
コ

生
活
実
現
へ
の
対
策
に
本
格

的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
が
、
村
長
の
見

解
を
伺
い
た
い
。
合
わ
せ
て

小
中
学
校
に
お
け
る
取
り
組

み
や
対
策
を
伺
い
た
い
。

　

役
場
で
は
、
省
電
力
モ
ー

ド
設
定
や
こ
ま
め
な
節
電
を

実
施
。
今
後
の
公
用
車
は
、

エ
コ
や
軽
を
考
え
て
い
ま
す
。

村
内
の
建
設
業
者
や

工
務
店
な
ど
を
対
象

に
説
明
会
を
開
く
と
と
も
に
、

担
当
職
員
を
配
置
し
相
談
窓

口
を
開
設
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、
村
民
が
不
利
益
を
受
け
な

い
よ
う
親
身
な
対
応
を
お
願

い
し
た
い
。

　

村
長
と
し
て
国
等
へ

緊
急
対
策
の
拡
充
を

働
き
か
け
て
い
た
だ
き
た

い
。
村
と
し
て
も
最
大
限
の

緊
急
経
済
対
策
を
実
施
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
生
活
福
祉

資
金
の
大
幅
拡
充
と
、
福
祉

灯
油
券
の
支
給
を
大
幅
に
増

額
し
て
再
度
実
施
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

食
料
自
給
率
の
向
上
に
積

極
的
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
状
況
を

　

県
が
講
習
会
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
説
明
会
や
相
談
窓

口
は
検
討
し
ま
す
。
村
民
に

は
広
報
等
で
情
報
提
供
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

打
開
で
き
る
よ
う
関
係
機
関

に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
村
と
し
て
の
対

策
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
が
、
財
政

も
厳
し
く
難
し
い
状
況
で
す
。

国
県
の
対
策
へ
の
対
応
漏
れ

の
な
い
よ
う
努
力
し
ま
す
。

　

福
祉
資
金
の
拡
充
に
つ
い

て
は
厚
労
省
へ
改
正
を
お
願

い
し
て
い
き
た
い
。
今
年
度

も
灯
油
購
入
費
助
成
を
実
施

し
ま
す
が
、
村
独
自
の
対
応

は
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ヨシズ代わりの西洋朝顔

足下から地球温暖化防止対策を
村長　実行計画を策定し、　　　　　　　
　　各家庭での省エネ等のＰＲにも努力

住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
法
へ
の
対
応
を

原
油･

穀
物
高
騰
に
伴
う
緊
急
対
策
の
実
施
を

林　幸司�議員

問

問

問

答
村　

長

答
村　

長

村
民
の
協
力
に
よ
る
資
源
ゴ

ミ
回
収
で
可
燃
ゴ
ミ
が
減
少

し
、
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
も
少
な

く
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

法
に
沿
っ
た
実
行
計
画
の
策

定
を
す
す
め
、
各
家
庭
で
の

省
エ
ネ
等
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
と
め

る
な
ど
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

節
電
や
用
紙
の
両
面
利

用
、
牛
乳
パ
ッ
ク
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
は
じ
め
、
学
校
教
育

全
体
を
通
じ
て
環
境
教
育
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

省
エ
ネ
対
策
、
ヨ
シ
ズ
や
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
な
ど
冷
暖

房
費
の
減
少
に
つ
と
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答
村　

長

答
教
育
長
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髙橋幸一郎�議員

村
民
一
人
一
人
が
で

き
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
す
が
、
行
政
と
し
て
構

想
倒
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
行
政
が
Ｃ
Ｏ
２

削
減
を

積
極
的
に
推
進
し
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
権
を
活
用
で
き
る
行
政

体
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い

ま
す
。

　

畜
産
関
係
廃
棄
物
に
つ
き

ま
し
て
は
、
有
機
肥
料
と
し

て
耕
種
農
家
と
の
連
携
に
よ

り
有
効
活
用
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
廃
ポ
リ
マ
ル
チ
等
の
活

用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
再
処

理
業
者
に
委
託
し
リ
サ
イ
ク

ル
を
し
て
お
り
ま
す
。
ア
ス

職
員
自
身
が
主
体
的

に
自
ら
考
え
、
自
ら

行
動
す
る
主
体
性
を
も
っ
て

仕
事
に
取
り
組
む
よ
う
に
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。「
未
来
の
昭
和
村
を

描
き
」「
何
に
貢
献
し
」「
昭

和
村
村
民
の
た
め
に
何
を
な

す
べ
き
か
」、
常
に
考
え
た

行
動
が
で
き
る
職
員
を
育
て

る
た
め
の
、
人
事
評
価
制
度

私
た
ち
の
郷
土
昭
和

村
の
長
い
歴
史
と
伝

統
、
そ
し
て
数
多
く
の
文
化

遺
産
を
村
民
に
伝
え
継
ぐ
た

め
に
、「
昭
和
か
る
た
」
を

作
成
し
、
多
く
の
人
た
ち
に

親
し
ま
れ
、
昭
和
村
を
知
っ

て
も
ら
い
、
村
づ
く
り
に
役

立
て
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

昭
和
村
出
身
の
、
利
根
商

業
高
校
に
長
い
こ
と
勤
務
さ

パ
ラ
や
ウ
ド
の
残
渣
処
理
で

あ
り
ま
す
が
、
す
き
込
み
を

し
て
も
村
の
主
要
作
物
で
あ

る
こ
ん
に
ゃ
く
、
レ
タ
ス
、

ほ
う
れ
ん
草
、
小
松
菜
、
白

菜
等
農
産
物
に
悪
影
響
を
お

よ
ぼ
さ
な
い
こ
と
が
確
認
を

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
や
、
大
気
を
汚
さ
ず
地
球

に
や
さ
し
い
電
気
自
動
車
な

ど
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

仕
様
車
の
活
用
促
進
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、
ま
だ
具
体
的

な
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す

が
、
今
後
十
分
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

の
制
定
を
強
く
望
み
ま
す
。

　

職
員
の
意
欲
を
高
め
、
よ

り
組
織
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
人
事
評
価
制
度
を
導
入

し
て
い
る
自
治
体
等
を
調
査

し
、
制
定
に
向
け
前
向
き
に

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

れ
、「
沼
田
か
る
た
」
に
も

係
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
宮
崎
嘉

久
先
生
が
、
自
分
の
出
身
で

あ
る
郷
土
昭
和
村
に
目
を
向

け
て
、昭
和
村
の
「
郷
土
愛
」

が
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
、

専
門
的
な
立
場
か
ら
作
り
上

げ
た
作
品「
昭
和
村
か
る
た
」

を
「
群
馬
歴
史
散
歩
」
昭
和

村
特
集
号
第
１
８
４
号
に
載

せ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

  

関
係
各
方
面
と
よ
く
相
談

し
、
今
後
、
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

小型風力発電機

「昭和村地域新エネルギービジョン」の
進捗状況について

　村長　十分検討していきたい

昭
和
村
職
員
人
事
評
価
制
度
の
制
定
に
つ
い
て

昭
和
か
る
た
の
作
成
つ
い
て

問

問問

答
村　

長

答
村　

長

答
教
育
長
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視調話視　察・調　査・トピックス

総
務
民
生
常
任
委
員
会
視
察

少
子
化
対
策
の
状
況

　文教産建常任委員会では、７月９日から11日までの３日間、福島県昭和村・西会津町・鮫川村
の視察を行いました。また、総務民生常任委員会では、７月23日から25日までの３日間、福井
県池田町、石川県輪島市、ニッコー株式会社の小型風力発電システムの視察を行いました。

委員会視察報告

少子化対策の状況

　

福
井
県
池
田
町
は
、
足

羽
川
の
最
上
流
に
あ
る
小

盆
地
の
町
で
あ
り
、
岐
阜

県
と
の
県
境
に
位
置
し
ま

す
。

　

町
土
の
１
９
，
４
７
２
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
そ
の
う
ち
91
・

７
％
が
山
林
で
、
農
地
は

約
５
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
水

田
３
２
０
㌶
）
で
農
林
業
が

基
幹
産
業
の
町
で
す
。

　

池
田
町
シ
ョ
ッ
プ
「
こ
っ

ぽ
い
屋
」（
あ
り
が
た
い
と

い
う
方
言
）
を
平
成
11
年
７

月
に
福
井
市
内
大
型
量
販
店

「
ベ
ル
」
に
オ
ー
プ
ン
し
、
野

菜
を
中
心
と
し
た
池
田
町
の
農

林
産
物
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま

す
。「
百
匠
一
品
」（
少
量
多
品

目
の
商
品
）
を
販
売
戦
略
に
、

兼
業
農
家
の
主
婦
た
ち
が
生
産

す
る
農
産
物
を
商
品
化
し
ま
し

た
。

　

池
田
町
で
は
、
特
に
長
寿
へ

の
取
り
組
み
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
物
を
作
っ
て
売
る
と
い
う

生
き
が
い
が
結
果
と
し
て
、　

長
生
き
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
す
。 

  

地
域
の
特
色
を
大
切
に
し
た

　

福
井
県
は
、
平
均
寿
命
が
男

女
と
も
全
国
第
２
位
で
、
日
本

を
代
表
す
る
長
寿
県
で
す
。

　

健
康
・
長
寿
へ
の
ヒ
ン
ト
と

し
て
、「
福
井
の
健
康
づ
く
り

十
か
条
」を
示
し
て
い
ま
す
。

　

石
川
県
輪
島
市
は
奥
能
登
の
中
心
地
で
あ
る
。
海
に
面
し
て
お

り
、
古
く
か
ら
日
本
海
の
交
通
の
要
所
、
漁
業
の
町
と
し
て
栄
え

た
地
で
あ
る
。
ま
た
、伝
統
産
業
と
し
て
の
輪
島
塗
り
の
陶
器
は
、

そ
の
美
し
さ
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
３
３
，
２
２
６
人
で
高
齢
化
率
35
％
、
過
去
３
年
間
で
人

口
が
１
，
５
０
０
人
余
り
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
働

く
場
所
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
一
世
帯
当
た
り
の
子
供
の
数
を
増
す
た
め
、
子
育
て
支
援
策

を
実
行
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。以
下
輪
島
市
の
少
子
化
対
策
の
主
な
も
の
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

① 

保
育
料
徴
収
に
関
し
て
同
一
世
帯
で
二
人

以
上
の
児
童
が
入
所
し
て
い
る
場
合
、
二

人
目
の
児
童
は
保
育
料
の
半
額
、
三
人
目

以
降
の
児
童
は
無
料
。

② 

満
一
歳
か
ら
小
学
校
ま
で
の
児
童
が
病
気

の
回
復
時
で
、
ま
だ
集
団
保
育
が
困
難
で

あ
る
場
合
、
病
後
児
童
の
自
宅
保
育
若
し

く
は
保
育
マ
マ
等
の
自
宅
で
保
育
し
、
保

護
者
の
子
育
て
と
就
労
の
両
立
を
支
援
。

③ 

満
一
歳
か
ら
小
学
校
低
学
年
ま
で
の
児
童

で
、
保
護
者
の
傷
病
や
急
な
仕
事
、
家
族

の
介
護
等
で
保
育
が
で
き
な
い
場
合
、
保

育
マ
マ
を
派
遣
。

　

以
上
の
施
策
の
よ
う
に
安
心
し
て
子
供
を

育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
は
、
昨
今
の
少
子

化
時
代
の
中
、
一
つ
の
方
向
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
こ
と
や
高
齢
者
に
生
き

が
い
を
持
た
せ
る
こ
と
な

ど
社
会
に
役
立
っ
て
い
る

と
い
う
気
持
ち
が
元
気
な

源
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。 元 １．元気に楽しく

気 ２．気配りが大事
健 ３．健

けん

口
こう

管理
康 ４．康

やす

らかな気持
長 ５．長寿の秘訣は食事
寿 ６．寿命を縮めるストレス
な ７．なくすな「歩くこと」
ふ ８．ふとすぎ　痩せすぎ
く ９．くりだそう健康診査
い 10．いん酒はほどほどに

輪島駅　ふらっと訪夢（道の駅）

池田町

地域住民の自立のまちづくり
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戸
の
農
家
で
32
ヘ
ク
タ
ー
ル
が

栽
培
さ
れ
、
販
売
額
は
、
約

４
億
４
，
０
０
０
万
円
で
村
の

基
幹
作
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

積
雪
量
は
、
１
５
０
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
か
ら
２
０
０
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
積
雪
が
あ
り
、
特

別
豪
雪
地
帯
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

栽
培
用
の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

は
、
毎
年
、
秋
に
解
体
し
、
春

に
な
る
と
組
み
立
て
を
し
て
い

る
が
、
そ
の
作
業
が
大
変
と
の

こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
地
域
資

源
の
活
用
と
の
こ
と
で
、

麻
に
良
く
似
た
イ
ラ
ク
サ

科
の
多
年
草
か
ら
む
し
を

原
料
と
す
る
「
か
ら
む
し

織
り
」
は
、
６
０
０
年
余

り
の
歴
史
を
誇
り
、
伝
統

を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
村

を
挙
げ
て
工
芸
施
設
の
整

備
や
若
い
後
継
者
を
育
て

る
た
め
、
織
姫
を
広
く
全

国
か
ら
募
集
す
る
な
ど
創

意
と
工
夫
に
よ
る
村
づ
く

り
に
感
銘
し
ま
し
た
。

文
教
産
建
常
任
委
員
会
視
察

「
か
ら
む
し
織
り
の
里
」

百歳への挑戦

豆で達者な村づくり里山の食と農

日
本
一
の
カ
ス
ミ
ソ
ウ
村
へ

健康はミネラル野菜から

自然を活かす地域再生計画

カスミソウの保冷庫

直売所「手まめ館」

　

福
島
県
昭
和
村
は
、
県
の

西
部
に
位
置
し
、
総
面
積

２
０
９
・
３
４
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
、
本
村
よ
り
３
倍
も
広

い
が
、
耕
地
面
積
は
、
４
分
の

１（
水
田
３
６
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
・

畑
３
０
０
へ
ク
タ
ー
ル
）
程
度

で
す
。

　

人
口
は
、
１
，
６
４
８
人
、

（
６
５
６
世
帯
）
高
齢
化
率
が

50
％
を
超
え
る
典
型
的
な
過
疎

の
山
村
で
す
。

　

畑
作
の
宿
根
カ
ス
ミ
ソ
ウ
の

生
産
量
が
日
本
一
で
あ
り
、
64

　

福
島
県
西
会
津
町
は
、
人
口
８
，

３
６
５
人
で
面
積
２
９
８
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
そ
の
約
86
％
が
山
林
と
い
う
状
況

で
、
水
稲
を
中
心
と
し
た
農
業
が
基
幹
産

業
の
町
で
す
。

　

県
内
90
市
町
村
中
、
平
均
寿
命
が
男
性

88
位
、
女
性
66
位
で「
短
命
の
町
」と
呼
ば

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
町
で
は
健
康
診
断

を
行
い
、
生
活
習
慣
病
が
原
因
と
わ
か
り

平
成
５
年
度
に
「
健
康
な
町
」
を
宣
言
し
、

１
０
０
歳
へ
の
挑
戦
を
掲
げ
、
食
生
活
の

改
善
に
力
を
入
れ
て
き
た
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
す
。健
康
な
体
は
健
康
な
野
菜
か
ら
、

健
康
な
野
菜
は
健
康
な
土
づ
く
り
か
ら
と

土
壌
診
断
を
行
い
、
ミ
ネ
ラ
ル
不
足
の
土

壌
改
善
に
取
り
組
み
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

平
成
12
年
度
に
は
、
男
性
22
位
、
女
性
50

位
と
な
り
健
康
増
進
に
貢
献
し
た
西
会
津

町
の
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
栽
培
は
、
農
業
活

性
化
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
全
国
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
を
学
校
給
食
に

使
用
し
、
そ
の
日
使
っ
た
野
菜
の
生
産
者

の
名
前
を
紹
介
す
る
な
ど
地
産
地
消
を
推

進
し
て
い
ま
し

た
。
役
場
職
員

が
町
長
を
信
頼

し
、
町
民
の
健

康
の
た
め
真
剣

に
取
り
組
む
姿

が
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

視調話視　察・調　査・トピックス

　

福
島
県
鮫
川
村
は
、
県
南
端
、
阿
武
隈
山
系
南
部
に
位
置
す
る
人

口
約
４
，
３
０
０
人
の
山
村
で
あ
り
ま
す
。

　

村
が
元
気
を
失
っ
た
原
因
は
、
農
業
の
衰
退
に
あ
り
そ
の
根
底
を

立
て
直
さ
な
い
限
り
自
立
で
き
な
い
と
の
、大
樂
村
長
の
思
い
か
ら
、

豆
と
高
齢
者
の
力
を
か
り
平
成
16
年
、
60
歳
以
上
の
高
齢
者
に
希
望

を
募
り
、
大
豆
生
産
者
１
０
２
名
、
エ
ゴ
マ
生
産
者
30
人
で
事
業
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
生
産
さ
れ
た
大
豆
や
エ
ゴ
マ
は
、
す
べ
て
村

で
買
い
上
げ
、
買
い
上
げ
ら
れ
た
大
豆
な
ど
は
村
で
加
工
し
、
付
加

価
値
を
高
め
、
直
売
所「
手
ま
め
館
」で
販
売
し
て
い
ま
す
。
現
在
で

は
大
豆
生
産
者
１
６
４
人
、
エ
ゴ
マ
生
産
者
は
81
人
ま
で
増
加
し
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
よ
り
、元
気
な
お
年
寄
た
ち
も
増
え
、

老
人
医
療
費
や
介
護
給
付
費
が
減
少
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

　

農
業
の
振
興
と
村
民
の
健
康
を
考
え
な
が
ら
、
自
立
の
道
を
進
み
、

大
規
模
農
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、今
後
の
参
考
と
な
る
視
察
で
し
た
。

西会津町
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26日
　

28日     

29日

　　

　

８日
　

18日～
19日

20日
　　　

25日
　

２日
　

６日
　

９日
　
　

9･10日

11日

12日

13日

16日

17日

22日

27日

28日

29日
　　

３日

５日

８日～
10日

12日

14日

15日
　
　

17日
　

19日

●ジュニアサッカーフェスティ
　バル２００８in昭和村

●広域組合議会臨時会

●総合運動公園下草刈り

●利根沼田学校組合議員協議会
●利根沼田学校組合議会定例会

●群馬県議会議長会臨時総会
　及び議会議長・事務局長研修会

●群馬県消防ポンプ操法競技
　大会

●定例議長会
●利根地方総合開発協会理事会

　

●議会運営委員会
●議会全員協議会

●東小学校・南小学校・大河原
　小学校運動会

●第９回昭和村議会定例会
●本会議
●議会広報編集特別委員会

●議会全員協議会

●文教産建常任委員会

●総務民生常任委員会

●昭和中学校運動会

●議会全員協議会

●本会議（最終日）

●議会広報編集特別委員会

●第一保育園・第二保育園・　
　子育保育園運動会

●第41回村民運動会

●利根地方総合開発協会県へ
　陳情

●議会広報編集特別委員会

●第11回昭和の秋まつり

●利根郡町村会・議会議長会
　県外視察研修

●全国消防操法大会

●定例議長会

●栃木県大平町議会広報編集
　特別委員会視察研修
●議会広報編集特別委員会

●第29回村民チャリティーゴ
　ルフ大会

●昭和村消防団秋季点検
●第14回チャリティー舞踊発
　表会

７月

８月

９月

10月

追跡
シリーズ　　
５

　

議
員
が
行
う
提
言
な
ど
は
、
村
政
に
ど
う
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。
皆
さ
ん
か
ら
の

請
願
や
陳
情
は
議
会
採
択
後
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

そ
の
後
の
経
過
を
追
跡
し
ま
す
。

あ
の
問
題
は
今
…

除
雪
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
を

問

答そ
の
後

　

今
後
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
」の
一
環
と
し
て
行
っ

て
い
っ
た
ら
ど
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
度
か

ら
こ
の
事
業
に
よ
り
除
雪
を
行
う
地
区
も
あ
る
の

で
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
村
内
道
路
の
除
雪
が
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
る
よ
う
前
向
き
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　

冬
期
の
除
雪
に
つ
い
て
は
、
幹
線
道
路
は
業
者
に
委
託
し
て
行
っ
て
い
る
が
、
狭
い
生
活
道
路
に
つ
い
て

は
川
場
村
の
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
除
雪
を
行
っ
た
ら
ど
う
か
…
？

　

幹
線
村
道
１
３
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
村
内
８
社
の
業

者
に
委
託
し
て
行
っ
て
い
る
が
、
狭
い
生
活
道
路
に
つ

い
て
は
地
域
の
人
た
ち
が
自
主
的
に
協
力
し
て
く
れ
る

地
区
も
あ
り
、
大
変
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
て
い
る
自
治
体

を
参
考
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
平
成
18
年
12
月
定
例
会
一
般
質
問
）
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平成20 年10月25日・第48号

受理
番号

受　理
年月日 件　　　　　名 請願・陳情者 紹介議員

氏　　名
付　託
委員会

審議
結果

33 H20. ５.30 後期高齢者医療制度の撤廃を求める請願 全日本年金者組合群馬県本部
　執行委員長　関口　昭三

林　幸司
総務
民生

不採
択

34 H20. ６. ３
（郵送）

過剰な農薬取締法により、植物からなる、
農業用有機資材を締め出す不法な行政指導
の改善を求める意見書提出に関する陳情書

合資会社緑源
社　長　諸百　合子

配布
のみ

35 H20. ６. ９
（郵送）

インターネットにおける有害情報から、子
供を守るための法整備の早期実現を求める
意見書提出についての陳情

家庭フォーラム
代　表　新井　英志

配布
のみ

36 H20. ８.13 請願書　第10分団詰所の改築及びトイレ
の設置について

生越区長　　　林　　節雄
第10分団長　�林　巳智治

林　幸司
横坂先夫

総務
民生

採択

37 H20. ８.22 社会保障関係費の2,200億円削減方針の撤
回を求める意見書採択についての陳情

連合群馬沼田地域協議会
議　長　中村　一喜

総務
民生

趣旨
採択

38 H20. ８.22 生活品の物価高騰に対する緊急対策を求め
る意見書採択についての陳情

連合群馬沼田地域協議会
議　長　中村　一喜

総務
民生

趣旨
採択

39 H20. ８.25 川額地区「川額青少年広場」に遊具の設置を
求める陳情書

川額区長　　　生方　勝雄 倉澤俊雄
文教
産建

採択

40 H20. ８.27
国による公的森林整備の推進と国有林野事
業の健全化への意見書の提出を求める陳情
書

森林労連全国林野関連労働
組合
利根沼田分会執行委員長

中島　龍児

文教
産建

採択
（意見
書提
出）

41 H20. ８.29
（郵送）

「地方消費者行政の抜本的拡充に必要な法
制度の整備及び財政措置を政府等に求める
意見書」の採択を求める陳情書

群馬弁護士会
会　長　神谷　保夫�ほか

配布
のみ

みなさんからの請願・陳情みなさんからの請願・陳情
自　平成20年５月30日　至　平成20年８月29日

　

全
国
消
防
操
法
大
会
で
優
良
賞
に

　

第
９
分
団
が
、
10
月
12
日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
行
わ
れ
た
第

21
回
全
国
消
防
操
法
大
会
で
、
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
全
国
消
防
操
法
大
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　

終
え
て
」                   

　

約
一
年
間
の
長
い
訓
練
で
し
た

が
、
た
く
さ
ん
の
感
動
が
あ
り
、

学
び
の
多
い
一
年
間
で
し
た
。
ひ

と
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
全
力
で

取
り
組
む
団
員
た
ち
と
同
じ
時
間
を
共
有
で
き
た
こ
と
は
、
自
分
に

と
っ
て
も
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
経
験
を
支
え

て
く
れ
た
多
く
の

人
た
ち
、
特
に
家

族
、
地
域
の
方
々

に
は
心
か
ら
感
謝

し
て
い
ま
す
。
今

回
の
貴
重
な
経
験

を
生
か
し
、
地
域

を
守
る
防
災
活
動

に
努
め
、
信
頼
さ

れ
る
９
分
団
と
な

る
べ
く
、
新
た
な

気
持
ち
で
消
防
団

活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
支
え
て

く
れ
た
皆
様
、
本

当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

第９分団長
星
ほし

野
の

高
たか

章
ゆき

さん



　

今
年
の
夏
は
雨
に
悩
ま
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
野
菜
や
コ
ン
ニ
ャ
ク
は
、

ま
る
で
滝
修
行
を
し
て
い
る
か
の
よ

う
に
雨
に
た
た
か
れ
て
、
生
育
不
良

や
病
気
が
発
生
し
た
り
と
農
家
の
皆

さ
ん
の
苦
労
は
大
変
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
昭
和
村
の
主
役
の
コ
ン
ニ
ャ

ク
の
収
穫
期
を
む
か
え
る
わ
け
で
す

が
、
春
先
の
予
想
の
よ
う
な
価
格
に

な
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

残
留
農
薬
や
カ
ビ
毒
に
汚
染
さ
れ

た
「
事
故
米
」
の
こ
と
が
、
毎
日
テ
レ

ビ
や
新
聞
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
初
は
酒
類
に
、
次
に
菓
子
の
原
料

な
ど
に
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

学
校
給
食
や
病
院
の
食
事
に
も
使
わ

れ
て
い
て
、
全
国
に
汚
染
米
が
広
が

り
ま
し
た
。
幸
い
に
も
人
体
へ
の
直

接
の
被
害
は
で
て
い
な
い
よ
う
な
の

で
一
安
心
で
す
が
、
二
度
と
こ
の
よ

う
な
事
件
が
起
き
な
い
よ
う
に
対
策

を
と
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。                              

中
里
信
幸　

記

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

髙
橋　

曻
三

　

副
委
員
長　

倉
澤　

俊
雄

　

委　
　

員

　
　

横
坂　

先
夫　

金
子
松
二
郎

　
　

中
里　

信
幸　

治
田　

貞
賢

　
　

真
下　

明
雄 編

集
室
か
ら

編
集
室
か
ら

編
集
室
か
ら

48
平
成
2
0
年
1
0
月
2
5
日
　
発
行
／
群
馬
県
昭
和
村
議
会

編
集
／
昭
和
村
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
　
印
刷
／
朝
日
印
刷
工
業
㈱

〒
3
7
9
-1
2
9
8
 群
馬
県
利
根
郡
昭
和
村
大
字
糸
井
3
8
8
　
　
　
☎
0
2
7
8
-2
4
-5
1
1
1
　
 　
0
2
7
8
-2
4
-5
2
5
4

　

１
番
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
は
何
で
す
か
？

「
サ
ッ
カ
ー
」。
僕
は
、
小
学
校
４
年
か
ら
ず
っ

と
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
て
い
る
。怪
我
を
し
て
も
、

挫
折
を
し
て
も
、
や
め
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
は

１
度
も
な
い
。
そ
ん
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
よ
り
も
良
い
仲
間
、先
輩
、

指
導
者
に
出
会
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。　

　

今
は
、自
分
で
プ
レ
ー
を
す
る
の
と
は
別
に
、昭
和
村
に
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
コ
ー
チ
の
１
人
と
し
て
約
10
年
程
携
わ
っ
て
い
る
。実
際
、

自
分
も
小
学
生
時
代
に
は
入
団
し
て
い
た
の
も
あ
り
、
今
は
恩
返
し
の

気
持
ち
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
極
め
て
、
良
い
指
導
者
で
は
な
い

か
も
…
だ
が
、
自
分
が
子
供
た
ち
に
言
い
続
け
て
い
る
の
が「
ま
ず
は
、

楽
し
く
や
ろ
う
、
面
白
く
や
ろ
う
、
そ
し
て
た
く
さ
ん
ボ
ー
ル
に
触
ろ

う
」
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
自
然
と
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
に
な
り
、
上

手
く
な
る
と
信
じ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

初
め
て
携
わ
っ
た
子
供
た
ち
は
既
に
20
歳
を
迎
え
、
今
で

は
同
じ
グ
ラ
ン
ド
に
立
ち
、
一
緒
に
プ
レ
ー
を
し
て
い
る
。

不
思
議
な
気
持
ち
に
は
な
る
が
、
何
と
も
言
え
な
い
幸
せ
な

感
情
が
溢
れ
て
く
る
の
と
同
時
に「
繋
が
り
」の
大
切
さ
も
感

じ
る
。
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
先
も
僕
は「
サ
ッ
カ
ー
」を
や
め
る

こ
と
は
な
い
と
思
う
。

　

今
、
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
子
供
た
ち
、
そ
う
で
な
い
子

供
た
ち
、
君
た
ち
が
こ
の
村
の
未
来
を
担
い
、
ま
す
ま
す
発

展
さ
せ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
何
か
真
剣
に
向
き
合
え

る
こ
と
を
探
し
、
多
く
の
出
会
い
を
繰
り
返
し
、
そ
れ
を
昭

和
村
の
た
め
に
活
か
し
て
ほ
し
い
と
切
に
思
い
ま
す
。

諸
田　

和
哉
さ
ん　
（
森
下
・
中
組
）

続
け
て
行
く
こ
と

人

地
域
で
が
ん
ば
る

シ
リ
ー
ズ
５

秋の健康ちょこっとレシピ 豆
腐
ボ
ー
ル
入
り
き
の
こ
汁

材料（４人分）
木綿豆腐…1/3丁(120g)、鶏ひき肉…60ｇ、長ネギ…20ｇ、
片栗粉…大さじ1(9g)、すりごま…大さじ1・1/2(13g)、しょ
うが…少々、生しいたけ…80ｇ、まいたけ…80ｇ、しめ
じ…80ｇ、人参…80ｇ、だし汁…3カップ、味噌…大さ
じ2(36g)、あさつき…4〜5本

作り方
①�豆腐はよく水切りする。
②�長ネギはみじん切り、しょうがはすりおろす。あさ
つきは小口切りにする。
③�①に鶏ひき肉、長ネギ、片栗粉、すりごま、しょう
がを入れ、よく練り合わせる。
④�しいたけは石づきを取り、細切りにする。しめじ、
まいたけは石づきを取り、小房に分ける。人参は薄
いいちょう切りにする。
⑤�鍋にだし汁を入れ、人参を煮る。人参がやわらかく
なったら、きのこを加える。
⑥③をスプーンなどでボール状にして⑤に加える。
⑦�豆腐ボールに火が通ったら、味噌で調味し、小口切
りのあさつきを散らす。

ワンポイントアドバイス������������������������������
・�食物繊維がたっぷりのきのこ類は食品自体が旨味を
もち、料理にこくがでます。しょうがのアクセント
で薄味でも気になりません。

栄養価 （１人分）
熱量…111kcal、たんぱく質…9.3ｇ、脂質…5.0ｇ、
カルシウム…95ｇ、鉄分…1.7㎎、塩分…1.3ｇ


